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アウンコンサルティング株式会社（東証二部：2459、本社：東京都文京区、代表取締役：信太明、以

下「アウンコンサルティング」という）は、国内外の拠点でマーケティング事業（SEM（検索エンジンマー

ケティングサービス、インターネット広告など）、アセット事業（女性向け投資教育サービス）などのグロ

ーバルコンサルティング業を展開しています。また、アジアにおいていち早く SEO を事業化し、2020 年

6 月より 23 期目を迎えています。 

この度、2020年における SEO動向の総括と、アウンコンサルティングが予測する 2021年の SEO動

向を発表いたします。 

 

 

■モバイルファーストインデックスへの移行と Core Web Vitals のアルゴリズム導入準備の 1 年 

 MFI（モバイルファーストインデックス）元年とされた 2018 年から 2020 年にかけて、引き続きモバイル

ファーストを主流とする流れが浸透しました。Google は、2021 年 3 月までにモバイルファーストインデッ

クスへの完全移行をすると発表していることに加え、Core Web Vitals のアルゴリズム導入（2021 年 5

月予定）など、新しい動きもありました。 

また、引き続きコンテンツの質も重要視しており、「YMYL」や「E-A-T」を考慮した対策も求められます。 

2020 年の大きな SEO 動向としては以下の 4 つが考えられます。 

 

1. 3 回にわたるコアアルゴリズムアップデート 

 2020 年は 1 月 14 日、5 月 19 日、12 月 4 日にコアアルゴリズムアップデートが実施されました。 

 

2. 将来的な Core Web Vitals のアルゴリズム導入のアナウンス 

Google は 2021 年 5 月に Core Web Vitals をランキングシグナルに使用することを発表しました。 

これは複数の指標からなり、中でも重要な指標として LCP（ページのメインコンテンツが読み込まれ

るまでの時間）、FID（ページ上での入力操作を最初にできるまでの時間）、CLS（ページの予期せぬレ

イアウトシフトの量）の 3 つを挙げています。 

また、同じタイミングでモバイルのトップニュースへの非 AMP ページの表示開始と、優れたエクスペ

リエンスのページをハイライトする新機能の導入も予定しているとのことです。 

 

 

コンサル観点で見る【2020年 SEO動向年間総括】 

2021年は Core Web Vitals のアルゴリズム導入予定 

引き続きコンテンツを重要視した SEO 対策を 

 

 

SEO動向 2020 年の振り返り 



3. モバイルファーストインデックスへの完全移行を 2021 年 3 月と発表 

 Googleは、モバイルファーストインデックスへの完全移行を 2021年3月までに行うと発表しています。

また、新たに作成するサイトについては引き続きレスポンシブデザインを推奨しています。 

 

4. コンテンツの重要性（YMYL/ E-A-T） 

 Googleは E-A-Tについて、E-A-Tを基準として改善することがランキング改善にも役立つとしていま

す。YMYL や E-A-Tなど、引き続きコンテンツの質を重視した対策が求められます。 

 

 

■2020 年の主な出来事 

＜検索エンジンのガイドラインのアップデート関連＞ 

・Google、検索品質評価者ガイドラインを更新（10 月 16 日） 

このガイドラインの更新は、ブラウザから警告が出たサイトへの訪問を避ける記述や、クエリと

Wikipediaのような百科事典サイトとの相関性を考慮した評価などの記述が追加されました。また、過去

2 年間の検索品質評価者ガイドラインにおける変更ログを確認できるようになったとのことです。 

 

＜主要検索エンジンのアルゴリズム関連＞ 

・コアアルゴリズムアップデート（1 月 14 日、5 月 19 日、12 月 4 日） 

2020 年では 3 度のコアアップデートが実施され、それぞれ「January 2020 Core Update」「May 2020 

Core Update」「December 2020 Core Update」と名付けられました。 

https://twitter.com/searchliaison/status/1216766991882567680 

https://twitter.com/searchliaison/status/1257397733217968136 

https://twitter.com/searchliaison/status/1334521448074006530 

 

・http リンクは https リンクと同等に扱う（1 月 11 日） 

Google の John Mueller（ジョン・ミューラー）氏は Twitter にて、http サイトのリンクは https サイトのリ

ンクより権威性やページランクが低いかとの話題に、権威性については知らないが、http でも https と

同等に扱う、と発言しました。 

https://twitter.com/JohnMu/status/1215676848698527744 

 

・Google 検索ガイドに最新の更新情報ページが追加（3 月 21 日） 

Googleの Lizzi Harvey氏は Twitterにて、Google検索のデベロッパーガイドに最新の更新情報が確

認できるページを追加したとアナウンスしました。 

https://twitter.com/LizziHarvey/status/1241146046924742657 

 

・アクセシビリティをランキング要因とする計画はない（4月 3 日） 

https://twitter.com/searchliaison/status/1216766991882567680
https://twitter.com/searchliaison/status/1257397733217968136
https://twitter.com/searchliaison/status/1334521448074006530
https://twitter.com/JohnMu/status/1215676848698527744
https://twitter.com/LizziHarvey/status/1241146046924742657


 Google の John Mueller 氏は Twitter にてユーザーの質問に対し、アクセシビリティをランキング要因

とする計画はないと回答しました。補足として、一般的には、使いづらいサイトからはユーザーが離れ

ていくため、時間が経過するとともに検索結果に表示される頻度は低くなっていくだろう、と加えました。 

https://twitter.com/JohnMu/status/1246348308676837381 

 

・サイト構造の中でのページの重要性はサイトリンクに現れる（4 月 10 日） 

Google の John Mueller 氏は Twitter にてユーザーの質問に対し、もしあなたのサイトが全てのペー

ジに繋がるようなリンク構造を持っている場合、それはフラットな構造であり、重要なページがない構造

といえ、それはサイトリンクに現れる、と回答しました。 

https://twitter.com/JohnMu/status/1248275941673091072 

 

・Google、E-A-Tがランキング要因となるかについての言及を公式ブログに追加（4 月 14 日） 

Google はウェブマスター向け公式ブログの過去記事に、E-A-T がランキング要因となるかについて

の言及を追加しました。人間は E-A-T を基準として評価し、アルゴリズムはそれに寄り添うよう調整さ

れるため、結果として E-A-T を基準として評価することが、ランキング改善に役立つ場合があるとのこ

とです。 

https://webmasters.googleblog.com/2019/08/core-updates.html 

 

・Bing、ウェブマスター向けガイドラインを更新（7 月 1 日） 

Bing の Christi Olson 氏は Twitter にて、Bing ウェブマスター向けガイドラインを更新したとアナウン

スしました。Bing がどのようにコンテンツを発見し、インデックスをして、ランク付けするかをより明確に

提供するための更新とのことです。rel="ugc"、rel="sponsored" についての言及などが追加されてい

ます。 

https://twitter.com/ChristiJOlson/status/1277995412503375882 

 

・Google 社員、URL 正規化に使用しているシグナルをリストアップ（8 月 21 日） 

Google の John Mueller 氏は Twitter にて、URL 正規化に使用しているシグナルをリストアップしまし

た。リダイレクトだけでなく、内部リンクや外部リンク、サイトマップ、hreflang、canonical タグにより、すっ

きりした URLがシグナルとして使われているとのことです。 

https://twitter.com/JohnMu/status/1289274629798821888 

 

 

 

 

■2021 年の予測 

＜モバイルファースト＆コンテンツの重要性に加えてユーザーエクスペリエンス（体験）の重要性へ＞ 

https://twitter.com/JohnMu/status/1246348308676837381
https://twitter.com/JohnMu/status/1248275941673091072
https://webmasters.googleblog.com/2019/08/core-updates.html
https://twitter.com/ChristiJOlson/status/1277995412503375882
https://twitter.com/JohnMu/status/1289274629798821888


2021 年 3 月にはモバイルファーストインデックスの完全移行、2021 年 5 月には Core Web Vitals が

アルゴリズムの導入を予定しており、市場としても動きのある 1 年となるといえます。 

 

ここ近年の流れだった、モバイルファーストへの対応（利用ユーザーの割合から重要性が増した）や

YMYL や E-A-T に代表されるようなコンテンツの重要性（数度のコアアルゴリズムのアップデート、検

索品質評価者ガイドラインのアップデート）が注目された状況でしたが、それを更に強化・進化させたよ

うな動きとも読み取れる「Core Web Vitals」のアルゴリズム導入が今後予定されています。 

 

Core Web Vitals はまさにユーザー体験のための指標ともいえるべきもので、コンテンツの真の評価

は最終的に「快適なユーザー体験」にあるというのを具体化したものといえるでしょう。 

「快適なユーザー体験」を実現するための動きが最終的には本質的な SEO へ繋がっていくと考えら

れますので、小手先のテクニカルな SEO 手法に囚われることなく、本質を理解した上での SEO を考え

ていきましょう。 

 

Google は日々アルゴリズムの更新を行っていますが、その先には Google の目指す「快適なユーザ

ーエクスペリエンス」があります。SEO 動向を日々チェックすると共に、ユーザーのニーズを考え、ユー

ザーにとって価値のあるサイト制作を心がけることが重要な要素になってくると考えられます。 

 検索市場は、アップデートによる影響で常に進化しておりますが、当社としても、お客様の期待に応え

る価値を提供できるよう、日々多くの事象を分析し、正確な情報を発信できるよう尽力して参ります。 

 

＜2020 年 1 月～6 月(順位変動要素)＞ 

 

 

＜2020 年 7 月～12 月(順位変動要素)＞ 

1月 2月 3月 4月 5月 6月

順

位

変

動

要

素

高

低

1月14日

Google、1月の大規模な

コアアルゴリズム

アップデートを展開

1月16日

言及がない限り、コアアル

ゴリズムアップデートは

グローバルに展開する

2月19日

Google Map、2019 年は

年間で 7,500 万件以上の

ポリシー違反レビューを削除

2月26日

Google 画像検索、デスク

トップ版にも商品、レシピ、

動画などのラベルを表記

2月27日

今後半年～1年以内に、すべての

サイトがモバイルファーストイン

デックスに切り替えられる

3月6日

Google、2020年9月までに

すべてのサイトをモバイルファース

トインデックスに切り替える

3月12日

Bing 社員「直近のアルゴ

リズム変更は通常よりも

激しい可能性がある」

5月5日

Google、5月の大規模な

コアアルゴリズムアップ

デートを展開

5月19日

Google、コアアルゴ

リズムアップデート

の展開を完了

5月28日

Google、将来的に Core 

Web Vitals をランキングシ

グナルに使用することを発表

5月5日

Google、サイトの健全さ

を評価する指標、 Core 

Web Vitals を紹介



 

 

＜2020 年 1 月～6 月(アルゴリズム関連要素)＞ 

 

 

＜2020 年 7 月～12 月(アルゴリズム関連要素)＞ 

い

12月7月 8月 9月 10月 11月

順

位

変

動

要

素

高

低

7月22日

Google、モバイルファース

トインデックスへの完全移

行を2021年3月へ延期

8月4日

Google 社員がWeb Vital 

について詳細に説明

8月4日

Google は 2019 年に

3,600 以上のアルゴリズム

改善をしている

8月5日

手動対策の多くは

アルゴリズムによる

自動化へ移行している

8月12日

Google、インデックス障害

により一時的に

ランキングが大きく変動

9月17日

Googlebot、今年11月より

一部で HTTP/2 を介しての

クロールを開始

10月2日

Google、モバイルインデッ

クスと正規化の2つのイン

デックス問題を対処中

9月29日

Google、新着のニュースコ

ンテンツにインデックスの

問題が発生

10月6日

Google、モバイルインデッ

クスの50％、正規化インデッ

クスの25％で問題を解消

10月15日

Google、Search Console 

からのインデックス登録の

リクエストを一時的に停止

10月21日

Passage Indexing はページの一

部分のみを新たにインデックスす

るということではない

10月20日

Google、今月発生した

インデックスの問題を

99％解消したと報告

11月11日

Google、Core Web Vitals 

のアルゴリズム導入を2021

年5月と発表

12月4日

Google、今年3回目の

コアアルゴリズム

アップデートを実施

12月17日

Google、コアアルゴリズム

アップデートの展開を完了

10月15日

Google、ページ内の部分的な特定

のトピックを評価する「Passage 

Indexing」アルゴリズムを導入予定

1月 2月 3月 4月 5月 6月

ア

ル

ゴ

リ

ズ

ム

関

連

要

素

高

低

1月5日

不朽のコンテンツには

特別何かをする

必要はない

1月6日

404 を返す

内部リンクは削除する

1月11日

http リンクは

https リンクと同程度の

ページランクを渡す

1月17日

構造化データマークアップは

ランキング要因ではないと、

Google が改めて周知

1月22日

Google、microformats.org の

サポートはまだ継続している

1月23日

Google、強調スニペットが表示

されているサイトが通常の検索

結果に表示されない仕様に

2月4日

可能であるなら、アフィリ

エイトリンクには

rel=sponsored を使用する

2月27日

特定のキーワードに対して、検

索結果へ表示させたいページを

Google に認識してもらうには？

2月29日

Google、公式ブログで検索

結果に表示されるニュース

記事に関する Tips を紹介

3月9日

Google、AMP ス

トーリーの SEO 

について解説

3月12日

新しいサイトを立ち上げる

際には慎重に少ないページ

からにすることを勧める

3月21日

Google 検索ガイドに

最新の更新情報

ページが追加

3月31日

Google マイビジネス、

一時的に休業中でもラン

キングに影響しない

4月3日

Google 社員「アクセシ

ビリティをランキング要

因とする計画はない」

4月8日

・Bing、スニペットを制御する新しい meta タグに対応

・Google、画像インデックスのための noscript サポー

トをいつでも中止する可能性がある

4月14日

Google、E-A-T がランキン

グ要因となるかについての

言及を公式ブログに追加

4月10日

サイト構造の中での

ページの重要性は

サイトリンクに現れる

4月23日

米 Google、検索に特に

一致するものがない検索

結果の表示を開始

5月7日

コアアルゴリズムアップ

デートは Google Discover 

にも影響を与える

5月27日

Search Console、速度のレポー

トをウェブに関する主な指標

（Core Web Vitals）に切り替え

6月1日

アルゴリズムが品質改

善を認識するには時間

がかかる場合がある

6月23日

Google、ネイティブ遅延読み込

みを読み込みの遅いコンテンツの

修正方法としてガイドに追加

6月30日

Bing も rel="ugc"、

rel="sponsored" 

をサポート



 

 

 

 

【調査主旨】 

コンサル観点で見る【2020年 SEO 動向年間総括】 

2021 年は Core Web Vitalsのアルゴリズム導入予定 

引き続きコンテンツを重要視した SEO 対策を 

 

【調査要綱】 

調査日：2020 年 1 月 15 日 ～ 2021 年 2 月 5 日  

調査対象時期：2020 年 1 月 ～ 2020 年 12 月 

 

調査機関：アウンコンサルティング調べ 

プレスリリース本文中に出てくる各社サービス名称は、各社の登録商標または商標です。 

本プレスリリースをご掲載される場合、『アウンコンサルティング調べ』とご記載の上、弊社までご連絡

をお願いいたします。 

 

［プレスリリースに関するお問合せ］  

広報担当  金井 TEL：03-5803-2776 /MAIL：pr＠auncon.co.jp 

12月7月 8月 9月 10月 11月

ア

ル

ゴ

リ

ズ

ム

関

連

要

素

高

低

7月1日

Bing、ウェブマス

ター向けガイドラ

インを更新

7月17日

Google、Discover に

関するヘルプを更新、

E-A-T にも言及

8月7日

構造化データに Google 

がサポートするすべての

画像形式を使用可能に

8月21日

Google 社員、URL 正規化

に使用しているシグナルを

リストアップ

9月25日

リンクの周りのコンテキ

ストは二次的なもの、ア

ンカーテキストが最優先

9月9日

Bing Webmaster 

Tools から地域ターゲ

ティング機能が削除

9月11日

Bing 社員「hreflang はほと

んど参考にしていない」

10月16日

Google、検索品質評

価者ガイドラインを

更新

10月20日

必ずしも最初にインデックス

したページをオリジナルだと

みなすわけではない

11月26日

ページから削除したキー

ワードでも検索結果に表

示される可能性がある

12月7日

Google がクロールする際の

優先順位は？

12月29日

nosnippet タグを用いて

Passage Indexing をブ

ロックすることはできない

調査概要 



 

 アウンコンサルティング株式会社 

［事業内容］  

国内外含むアジア数拠点で、SEO、PPC（リスティング広告）、ソーシャルメディア、リサーチなどのグ

ローバルマーケティング事業及びアセット事業を展開 

［設立］   1998 年 6 月 8 日  

［本社］   東京都文京区本郷四丁目 24 番 8 号 春日タワービル 7F 

［代表者］  代表取締役 信太明  

［資本金］  341,136 千円 （2020 年 11 月末現在）  

［URL］    https://www.auncon.co.jp 

 

https://www.auncon.co.jp/

